
横浜天声キリスト教会　　週報　第 3巻 34号（No.133）　　2012年 8月 19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３５０番

*交読文　････････････････ 　７番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４８５番

メッセージ　･･････････････ 立派な子（バルテマイ）になるには（マルコ 10:46-52）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４１７番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

＿＿＿がキリストのうちにあるなら、＿＿＿は新しく造られた者です。古いものは

過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。

これらのことはすべて、神から出ているのです。神は、キリストによって＿＿＿を

ご自分と和解させ、また和解の務めを＿＿＿に与えてくださいました。

すなわち、神は、キリストにあって、この世をご自分と和解させ、違反行為の責め

を人々に負わせないで、和解のことばを＿＿＿にゆだねられたのです。

こういうわけで、＿＿＿はキリストの使節なのです。ちょうど神が私たちを通して懇

願しておられるようです。＿＿＿は、キリストに代わって、人々に願います。神の

和解を受け入れなさい。（２コリント 5:17-20）

メッセージ概要

イエス様が弟子たちや大ぜいの群衆と共にエリコから出かけられたとき、テマイの子、バルテマイ（意味：立

派な子）という目の見えない人が、道ばた(highway side)にすわって、物乞いをしていた。（マルコ 10：46）

多くの人達が彼を見下ろし、彼の傍を過ぎて行った。人々にどんな目で見られたのかは彼には見えない。

ある人は近づいて、彼に幾らかを施し、ある人は馬車で砂埃を巻き上げながら、目もくれずに行った。

成人した彼を養ってくれる家族は、きっといなかったのだろう。自分のみじめな姿を晒すのが嫌だからと

言って、人通りのない裏路地にいては、物乞い稼業は成り立たない。大通りに出て、人が通る音を聞く度

に、明瞭に声に出して憐れみを求め、落としてくれる恵みでその日の糧を得る、という日々を送っていた。

彼は、目が見えない事によって、世の事柄の多くの点において、周りの人達に比べて遅れを取っていた。

周りに比べて多くを経験出来ず、多くの楽しみも、知らずにいた。人はそれを不条理と呼び、何のために

そうなったのか、誰のせいで、と議論する。イエス様の弟子達でさえ、そう議論した。(ヨハネ9:2)

しかし主イエス様は、誰のせい、とは言われない。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでも

ない。  神の業がこの人に現れるためである  。」(同 3節)と言われる。

イエス様の辞書には、誰々と比べて、などという文字は一切無いし(ヨハネ 21:22)、世の楽しみを味わった

かどうか、など、救いには一切関係無い。それどころかむしろ、それらは救いを得る上で邪魔にさえなる。

多くを経験できれば良い、多くの楽しみを知れば良い、というものではない。バルテマイは、多くを知らな

いが故に、多くの人が見過ごしがちな、そして、真に人間に必要な事を、はっきり知っており、求めていた。

すなわち、ダビデの子孫から救い主が現れる事、そして、ナザレのイエスと言われるお方が、その証拠とし

ての奇跡を行なっており、その御方なら自分を救うことが、きっとおできになる、と、信じていた事である。

ある日彼は、通りがいつもと違う興奮に包まれ、何か喜ばしげな雰囲気であるのを、感じ取った。

何事かと人に聞くと、そのナザレのイエスがお通りだ、と言うではないか！そこで彼は声を張り上げた。

「ダビデの子イエスよ、わたしを憐れんでください！」

多くの人達は、イエス様を、ナザレの田舎出身の一有名人のように呼ぶ。しかしバルテマイは、イエス様を

自分を救って下さるお方だと信じ、来たるべきダビデの子孫、救い主として呼んだ。

大勢の人々は、彼を黙らせようと、たしなめた。私達も救いに近づこうとする時、イエス様を呼ぼうと、声高

に叫べば叫ぶ程、世は、周りは、邪魔をする。しかし、そのような時は私達も、バルテマイのように、イエス

様を呼ぶ事を、止めてはならない。イエスこそ来たるべきメシヤであると、叫ぶ事を止めてはならない。

イエス様は「ダビデの子よ、私を憐れんで下さい」と叫ぶ声に耳を傾け、足を止め、その人を呼ばれる。

バルテマイは、イエス様が自分のことを呼んでいる、と分かると、上着を脱ぎ捨てた。

その上着は、それまで彼の人生の色々な場面で、寒さや日差し、砂埃から守ってきた大切なものであろう。

しかし同時に、彼の汗や垢、砂埃まみれで、ダビデの子イエスの御前に出るには、相応しくないものである。

私達も、救い主の御前に出る時、自分の汗や垢、ホコリにまみれた大切なものを、脱ぎ捨てるべきである。

たといそれが、どんなに大切であろうとも、主の御前に、自分の汗や涙の成果物は、一切無意味である。

彼は自分の足で、手探りで、イエス様にいると思われる方へと、一歩一歩進んで行った。そして何歩か

行った時、声があった。「わたしに何をしてほしいのか。」

イエス様は、私達が何を求めているのか、当然ご存知  である。  しかし  私達は、  イエス様のほうへと自分の足  

で手探りでも行き、何をしてほしいのかを、自分の口で告白し、自分の意志を明確に伝えるべきなのだ。

彼は「ラボニ(私の  先生  )、見えるようになる事です」と答えた。主は、誰の主でもなく、  私の  主である  。

そう告白した彼に、イエス様は「行きなさい、あなたの信仰があなたを救った」と答えられた。

そして彼は見えるようになった。見えるようになったら彼は、イエス様の行かれる所に、ついて行った。

彼には以前の生き方も、以前の上着も必要なく、イエス様との新しい人生が始まった。(２コリント 5:17)

私達もイエス様に癒され、神の御技をこの身に受けたのなら、イエス様にどこまでもついて行くべきである。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
洗礼準備会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～
金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 3巻 34号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 8月 19日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


